
基本的考え方

足寄町では、「人口減少は地域経済の縮小を呼び、地域経済の縮小は住民の経済力の低下につながり、地

域社会の様々な基盤の維持を困難にして人口減少を加速させる。」という悪循環を断ち切り、まち･ひと･しごと

の好循環を確立し、「安全と希望、快適なまち」を実現するために、足寄町まち･ひと･しごと創生総合戦略を策

定し、取組を進めて参りました。

国では、人口減少社会を迎え、地方の過疎化や地域産業の衰退など大きな課題がある中で、これまでの地方

創生の取組にデジタルの力を活用して加速させ「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指し国と

地方で役割を分担しながら、東京圏への過度な一極集中を是正し地方から全国へとボトムアップするべく、「デ

ジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定しました。地方公共団体においても引き続き「地方版総合戦略」を策

定し、国と連動した人口減少対策等を進める必要があることから、本町においても、第３期足寄町創生総合戦

略を策定しましたので、国の動向等、今後５年間の具体的な施策等をまとめたダイジェスト版にしました。

2020年までは国勢調査人口、2025年以降は社人研推計人口

❑戦後1945年から1960年代まで、ダム建設従事者の転入による人口増が続き、ピークの1962年３月に住民基本台帳人口が
２万人を超えましたが、その後ダム建設完了や林業衰退等もあり、一貫して人口減が続いています。

❑国立社会保障人口問題研究所（略称＝「社人研」、厚生労働省所属の研究機関）によると、2050年に約3,750人(約38％
減)、2060年に約3,100人(約48％減)という推計結果となっています。

❑自然増減(出生数－死亡数)は1993年まで「自然増」その後「自然減」が続き、社会増減(転入数－転出数)は一貫
して転出超過の「社会減」が続いています。

❑年齢別人口移動では、男性女性ともに町内高校進学率向上により15～19歳時の転出超過が減少してきています。20～
24歳時は男性が町内企業等就職により改善傾向にありますが、女性は転出超過が続いています。

❑ 15歳から49歳の女子の年齢階級別出生率を合計した合計特殊出生率の直近のデータでは、全国が1.33、北海道が
1.21、東京が1.11、札幌が1.09、足寄町は1.33となっています。

❑合計特殊出生率は一層の子育て支援策の充実を踏まえ、現在の1.33から2030年に1.80、2040年に人口置換水準で
ある2.07、2050年に2.30まで上昇させることを目指します。

❑純移動率にあっては、産業振興と雇用創出、子育て支援策の充実により、転出者の抑制と新規就農者や子育て世
帯の転入増を目指し、社人研推計の転出超過移動率を0.5倍に縮小することを目指します。

❑社人研推計では2050年の人口は3,759人ですが、総合戦略の効果が着実に反映されて合計特殊出生率と純移動率
が目標値に改善されれば2050年の人口は4,289人となり、約500人の施策効果を見込んでいます。
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足寄町人口の長期的な見通し

足寄町人口の推移(年齢3区分別) 足寄町人口の推移と長期的な見通し

❏「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す。
❏デジタルの力を活用して地方創生を加速化・深化し、各地域の優良事例の横展開を加速化する。
❏これまでの地方創生の取組についても、改善を加えながら推進する。

施策の方向

地方の社会課題解決

①地方に仕事をつくる

・中小・中堅企業ＤＸ、地域の良質な雇用の

創出等、スマート農業、観光ＤＸ等

②人の流れをつくる

・移住の推進、関係人口の創出・拡大、地方

大学・高校の魅力向上 等

③結婚・出産・子育ての希望をかなえる

・結婚・出産・子育ての支援、少子化対策の

推進 等

④魅力的な地域をつくる

・地域生活圏、教育ＤＸ、医療・介護ＤＸ、地域

交通・物流・インフラＤＸ、防災ＤＸ等

国によるデジタル実装の基礎条件整備

① デジタル基盤の整備

・デジタルインフラの整備、デジタルライフライ

ン全国総合整備計画、マイナンバーカードの

普及促進・利活用拡大等

② デジタル人材の育成・確保

・デジタル人材育成プラットフォームの構築、

職業訓練のデジタル分野の重点化、高等教

育機関等におけるデジタル人材の育成等

③ 誰一人取り残されないための取組

・デジタル推進委員の展開、デジタル共生社

会の実現等
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❏町の総合戦略は、国の総合戦略や町の人口ビジョンを踏まえて、本町まちづくりの指針となる「第7次総合計画(2025年度～
2034年度)」の下位計画として、「安心と希望、快適なまち」の実現に向け、基本目標、施策の基本的方向及び具体的施策等を
まとめました。

❏基本目標に数値目標を定め、各施策の効果を客観的に検証するための重要業績評価指標（ＫＰＩ=Key Performance

Indicator）を設定し、「選択と集中」の考えに基づき、人口減少克服と地方創生が期待できる取組を厳選して計上しました。

❏役場内の「足寄町創生本部」を中心に施策の推進を行うとともに、住民と産官学金労言の代表者が参加する、総合開発審議
会等において、毎年度効果検証を行い、総合戦略推進の進捗管理を強化します。

❏総合戦略は、計画策定（Plan）、推進（Do）、点検・評価（Check）、改善（Action）のＰＤＣＡサイクルの流れにより、適宜見直し
を行って高い実効性の確保を目指します。

基本目標１

若い世代を中心とした、安心して働くための産業振興と雇

用の場の創出

◎ 数値目標

雇用創出数 ５年間で２０人

就業者数 ５年間で１２０人

町民が安心して暮らしていくためには、仕事があって経済的に安定

していることが重要です。「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」

を呼び込む好循環を確立するために、仕事と雇用の創出を最優先で

取り組む必要があります。

本町の基幹産業である農林業の振興なくして、足寄町の未来はあ

りません。農林業の振興には担い手の確保と育成、規模適正化や

多角経営等に対する支援充実が不可欠です。さらに、若い世代が魅

力を感じ、未来に希望が持てる産業振興、雇用の場の確保が最重

要課題です。

地域産業の競争力強化に取り組むとともに、地域に活力を取り戻

すため、若者や女性といった地域産業を支える人材の育成・確保を

進めます。

また、地域の創意工夫を生かした新たな産業の創出を目指すとと

もに、ＩＣＴの利活用を進めます。

地域経済を取り巻く国内外の社会情勢の変化、経済のグローバル

化や消費者需要の変化への対応が求められています。

基本目標２

若い世代が希望に応じて、結婚、出産、子育て、働き方が

できる環境づくり

◎ 数値目標

人口の社会減 ５年間の平均で５０人以内

婚姻数 ５年間で１００組

出生数 年間出生数４５人
合計特殊出生率 ５年後に０．４７ポイント増

人口減少の抑制を自然動態に着目して考えれば、たくさんの子ども

を産んでいただくことが必要です。若い世代が出会い、安心して結婚

し、子どもを生み育てられる社会環境の醸成に取り組む必要がありま

す。

若い世代の経済的安定を図るとともに、子どもを産み育てやすい環

境づくりのため、結婚から妊娠、出産、子育て、教育に至る切れ目の

ない施策を通じて、若い世代の定住促進につなげ、少子化・人口減少

対策に取り組むとともに、教育を通じて地域産業を支える人材の確保

育成を図ります。

また、女性が働きながら安心して妊娠・出産・子育てができ、男性も

積極的に家事や育児を行うことができるよう、仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）の実現を図ります。

◎ 具体的施策

①出会いの場と交流の機会の創出 （継続）
②健やか妊娠支援事業 （継続）

③妊産婦安心出産支援事業 （継続）

④子育て応援出産祝い金贈呈事業 （継続）

⑤保育料完全無償化事業 （継続）

⑥学校給食費無償化事業 （継続）

⑦足寄高校魅力化事業 （継続）

⑧地域のスポーツ文化団体支援 （新規）

⑨文化財活用・社会教育の推進 （新規）

⑩障がい児施設利用料支援事業 （継続）

⑪学童保育所無償化事業 （継続）

基本目標３
各地域における定住促進、農山村をはじめとした地域にお

ける日常生活の機能維持及び地域ネットワークの構築

◎ 数値目標

人口の社会減 ５年間の平均で５０人以内

人口減少の抑制を社会動態に着目して考えれば、転入促進と転出

抑制を図る必要があります。「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しご

と」を呼び込む好循環を確立するため、足寄町への新しい人の流れ

づくりに取り組む必要があります。

新しい人の流れをつくるため、空き家施策に取り組むとともに、企

業等の移転や遠隔地勤務（サテライトオフィス、テレワーク）の環境

整備を進めます。また、空き家や空き室を活用し、二地域居住施策

を推進します。

さらに、学生や若者の町内への定着を図るため、学生の町内企業

への就職促進や足寄高校卒業生等足寄町に所縁のある人材が足

寄町にＵターンできる取り組みを進めます。

また、市街地機能の充実、市街地と各集落間等のネットワークの

充実を図り、人口減少社会における施設の効率的運用と長寿命化

を進めます。

町民が足寄町の素晴らしさを実感し、心豊かに生きがいを持ち安

心して暮らしていただくために、ふるさとに対する「誇り」の醸成と、災

害に強い町づくりの取り組みを進めます。

本総合戦略に基づき、産業振興と雇用の場創出、若い世代が希望を持ち出生率上昇

につながる取組、安心安全な暮らしによる転出者を抑えて転入者を増やす取組等、人口

減少対策に効果がある取組を関係団体等と連携して進めますが、適宜効果を検証して、

必要な施策の追加や見直し、取組の重点化、新たな方法への転換等、 柔軟かつ迅速に

総合戦略の見直しを行い、地方創生を推進していきます。

◎ 具体的施策

①新商品・ご当地グルメ開発、販路拡大事業 （継続）

②ふるさと納税特産品の充実 （継続）

③ 体験型観光商品開発、観光拠点整備 （拡大）

④ 里見が丘公園等活性化事業 （拡大）

⑤ 地域おこし協力隊や集落支援員等における地域活性化

・情報発信充実 （拡大）

⑥ 店舗等の改修費支援 （継続）

⑦ 農業担い手育成支援 （拡大）

⑧ 林業担い手育成支援 （新規）

⑨ 小規模事業者の事業継続支援 （継続）

⑩ 企業立地の促進 （新規）

◎ 具体的施策

①空き家データベース等整備事業 （継続）

②移住施策の充実 （拡大）

③ 住宅の新築・改修費等支援 （継続）

④ 町の魅力を積極的にＰＲ （拡大）

⑤ 交通ネットワークの充実 （拡大）

⑥ 買物支援 （継続）

⑦ 障がい者の自立支援 （新規）

⑧ 消防・救急・防災体制の強化 （新規）

⑨ 高齢者の社会参加・生きがいづくり （拡大）

⑩ 介護基盤の整備 （新規）

⑪ 道路網の保全 （拡大）

⑫ 公共下水道及び合併浄化槽の普及 （継続）

⑬ 情報通信基盤・環境の充実 （新規）

⑭自治体ＤＸの推進 （新規）
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